
学
校
施
設
整
備
状
況
こ
の
1
0年

一
　

校
地
の
異
動

状
況

〈
硬
式
野
球
場
の
一
部
が
市
道
に
〉

秋
田
市
に
よ
る
野
球
部
室
内
練

習
場
南
側
の
秋
田
市
道
手
形
山
田

中
線
の
交
差
点
側
か
ら
大
松
沢
バ

ス
停
留
所
ま
で
の
歩
道
設
置
計
画

に
伴
い
、
延
長
約
3
4
ｍ
・
幅
員
約

２
ｍ
の
本
校
敷
地
6
4
・
1
7
㎡
（
秋

田
市
手
形
字
大
松
沢
3
3
―
１
）
が

平
成
1
5
年
1
1
月
1
8
日
付
け
で
秋
田

市
に
譲
渡
さ
れ
た
。
そ
の
後
の
工

事
は
1
6年
１
月
か
ら
３
月
に
か
け

て
施
工
さ
れ
、
室
内
練
習
場
の
高
い
大
屋
根
か
ら
の
落
雪
対
策
と
し
て
頑

丈
な
落
雪
防
止
柵
も
設
置
さ
れ
る
な
ど
、
バ
ス
利
用
者
の
安
全
確
保
が
十

分
に
な
さ
れ
、
本
校
生
徒
も
安
心
し
て
歩
行
・
通
学
で
き
る
よ
う
に
な
っ

た
。

歩道と落雪防止柵

〈
ボ
ー
ト
部
の
艇
庫
が
本
校
の
管
理
地
に
〉

艇庫付近と雄物川

本
校
ボ
ー
ト
部
の
艇
庫
用
地

は
秋
田
運
河
（
旧
雄
物
川
）
左

岸
（
秋
田
市
新
屋
町
字
砂
奴
寄

２
番
地
１
号
）
に
あ
る
が
、
平

成
1
8年
３
月
ま
で
は
、
河
川
管

理
者
で
あ
る
秋
田
県
知
事
か
ら

河
川
占
有
許
可
（
７
１
２
㎡
）

を
得
て
、
借
用
地
と
し
て
管
理

さ
れ
、
練
習
が
行
わ
れ
て
き
た
。

そ
の
後
、
本
校
の
艇
庫
用
地

４
７
３
・
1
9
㎡
が
知
事
部
局
か
ら
教
育
用
の
行
政
財
産
と
し
て
所
属
換
え

が
行
わ
れ
、
さ
ら
に
県
教
育
庁
保
健
体
育
課
か
ら
平
成
1
8
年
３
月
1
1
日
付

け
で
所
属
換
え
と
な
っ
た
た
め
、
本
校
が
直
接
の
管
理
者
と
な
っ
た
。

二
　

校
舎
等
の
整
備
状
況

〈
耐
震
化
対
策
工
事
〉

平
成
７
年
１
月
1
7
日
に
発
生
し
た
阪
神
淡
路
大
震
災
は
、
地
震
な
ら

び
に
そ
の
後
の
火
災
に
よ
る
死
者
約
６
４
０
０
人
、
家
屋
の
全
半
壊
約

2
4万
９
干
棟
に
及
ぶ
痛
ま
し
い
災
害
と
な
っ
た
。
こ
れ
を
機
に
建
物
の
耐

震
化
の
見
直
し
が
図
ら
れ
、
本
校
で
も
昭
和
5
6年
以
前
の
旧
耐
震
基
準
で

建
て
ら
れ
た
建
物
の
耐
震
調
査
と
し
て
、
平
成
1
7
年
度
に
主
に
設
計
図
面



耐震化関係工事の概要

対象施設 工事期間 請負業者名 主な工事内容 請負金額

特別教室棟

＊補強工事

H20.6.30 ～

H20.12.15
干代田興業�

壁増設　　　　　 １か所

袖壁増設　　　　 ５か所

ブレース増設　　10か所

スリット新設　　４か所

46,733,400

第２体育館

(更衣室、音楽室棟

含む)

＊補強工事

H21.1.16 ～

H21.3.19
藤田建設株式会社

袖壁増設　　　　 １か所

ブレース増設　　16か所

スリット新設　　６か所

3,176,250

大体育館

(大体育館、プール

解体工事含む)

＊改築工事

H21.1.23～

H22.3.19

加藤・ジャムコ

特定建設工事共同体
新築 396,892,950

研修会館・艇庫

＊補強工事

H24.7.27 ～

H24.11.26

三菱マテリアル

電子化成（株）

壁補強　　　　　 １か所

ブレース増設　　４か所

スリット新設　　10か所

22,628,550

合　　　　　 計 469,431,150

単位：円

な
ど
に
よ
る
「
耐
震
化
優
先
度
調
査
」
を
、
1
8年
度
に
は
構
造
体
か
ら
コ

ン
ク
リ
ー
ト
コ
ア
を
抜
い
て
強
度
を
計
る
な
ど
の
２
次
診
断
を
実
施
し
、

特
別
教
室
棟
、
第
２
体
育
館
、
大
体
育
館
が
大
規
模
な
補
強
ま
た
は
改
築

が
必
要
と
判
定
さ
れ
た
。

さ
ら
に
は
文
部
科
学
省
の
耐
震
調
査
基
準
の
改
正
に
伴
い
、
研
修
会
館
、

艇
庫
に
つ
い
て
も
2
3年
に
耐
震
２
次
診
断
を
実
施
し
た
と
こ
ろ
、
そ
れ
ぞ

れ
補
強
が
必
要
と
診
断
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
を
受
け
て
、
平
成
2
0年
度
か
ら

2
4年
度
ま
で
か
け
て
、
そ
れ
ぞ
れ
補
強
ま
た
は
全
面
的
な
改
築
が
行
わ
れ
、

本
校
の
耐
震
化
対
策
工
事
は
終
了
し
た
。
概
要
は
別
表
の
と
お
り
で
あ
る

が
、
そ
れ
ら
の
合
計
工
事
費
は
４
億
７
千
万
円
弱
と
な
っ
た
。

特別教室棟の壁増設

第２体育館のブレース増設



新体育館ステージ方面

新体育館外観

〈
大
体
育
館
新
築
〉

中
で
も
2
1
年
１
月
か
ら
翌
年
３
月
ま
で
行
わ
れ
た
大
体
育
館
の
新
築
に

当
た
っ
て
は
、
旧
大
体
育
館
の
解
体
の
ほ
か
、
以
前
か
ら
要
望
し
て
い
た

プ
ー
ル
（
2
5
ｍ
ｘ
1
2
ｍ
ｘ
１
・
3
5
ｍ
６
コ
ー
ス
）
の
解
体
や
新
体
育
館
の

配
置
上
、
建
物
の
移
動
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
剣
道
場
を
北
側
に
約
2
2
ｍ
、

東
側
に
約
７
ｍ
移
す
曳
き
家
工
事
が
先
だ
っ
て
行
わ
れ
た
。

新
体
育
館
は
フ
ロ
ア
面
積
が
１
４
０
８
㎡
（
4
4
ｍ
×
3
2
ｍ
）
、
天
井
高

1
0
～
1
2
ｍ
で
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
コ
ー
ト
と
し
て
は
２
面
、
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
コ
ー
ト
は
３
面
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
コ
ー
ト
は
６
面
と
れ
る
広
さ
で
、

フ
ロ
ア
周
囲
の
中
２
階
に
幅
１
・
７
ｍ
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
通
路
が
付
い
て

い
る
ほ
か
、
東
側
に
間
口
1
5
ｍ
、
奥
行
き
６
ｍ
の
ス
テ
ー
ジ
が
設
け
ら
れ

て
い
る
。

三
　

部
活

動
関
係

設
備
等
の
整
備
状

況

〈
硬
式
野
球
場
の
防
球
ネ
ッ
ト
・
照
明
の
設
置
〉

平
成
1
6年
９
月
、
野
球
場
防
球

ネ
ッ
ト
が
増
設
さ
れ
た
。
こ
れ
ま

で
の
正
門
付
近
か
ら
ラ
イ
ト
側
7
0

ｍ
（
高
さ
９
・
５
ｍ
）
に
わ
た
っ

て
設
置
さ
れ
て
い
た
延
長
と
し
て
、

セ

ン

タ
ー
側

の
屋
内

練
習

場
ま

で
3
2
・
４
ｍ
　
（
高
さ
1
3
・
２
ｍ
）

を
拡
張
し

た
。
（
理
科
棟

の
防
護

ネ
ッ
ト
設
置
も
含
む
。
）

ま
た
、
2
4年
５
月
に
は
、
同
窓

会
か
ら
の
寄
付
事
業
と
し
て
、
そ

れ
ま
で
の
バ
ッ
ク
ネ
ッ
ト
側
に
４

基

（
２
灯
×
２
か
所
）
あ
っ
た
投

光
器
の
ほ
か
に
、
１
キ
ロ
ワ
ッ
ト

の
投
光
器
が
新
た
に
1
2基
（
５
か

所
の
う
ち
２
か
所
は
既
存
利
用
）

設
置
さ
れ
、
工
事
費
は
３
９
９
万

円
で
あ
っ
た
。

硬式野球場の照明



ラグビー場の防球ネット･照明

軟式野球場の防球ネット

〈
ラ
グ
ビ
ー
場
の
照
明
・
防
球
ネ
ッ
ト
の
設
置
〉

平
成
1
5
年
1
0
月
、
ラ
グ
ビ
ー
場
に
７
０
０
ワ
ッ
ト
の
投
光
器
８
台
（
２

灯
×
４
か
所
）
が
保
護
者
な
ら
び
に
Ｏ
Ｂ
会
の
寄
付
に
よ
り
設
置
さ
れ
た
。

ま
た
、
2
4年
1
0月
に
は
こ
れ
ま
で
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
南
側
に
あ
っ
た
防
球

ネ
ッ
ト
を
、
西
側
に
も
延
長
し
て
幅
4
4
ｍ
（
高
さ
６
・
５
ｍ
）
の
増
設
が

行
わ
れ
た
。
こ
れ
は
財
団
法
人
秋
田
県
高
等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
安
全
互
助
会
か

ら
の
寄
付
に
よ
り
行
わ
れ
た
も

の
で
あ
る
。

〈
軟
式
野
球
場
・
弓
道
場
の
防

球
ネ
ッ
ト
等
の
設
置
〉

平
成
1
6
年
に
行
わ
れ
た
軟
式

野
球
場
の
ホ
ー
ム
ベ
ー
ス
位
置

の
変
更
に
伴
い
、
前
述
の
と
お
り
、
理
科
棟
の
既
存
防
球
ネ
ッ
ト
の
上
部

に
２
、
３
階
窓
ガ
ラ
ス
の
防
護
ネ
ッ
ト
が
設
け
ら
れ
た
。

ま
た
、
さ
ら
な
る
安
全
対
策
と
し
て
、
1
8年
１
月
に
、
軟
式
野
球
部
と

弓
道
部
に
よ
る
練
習
中
の
事
故
防
止
の
た
め
、
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
近
く
の
旧

バ
ッ
ク
ネ
ッ
ト
側
か
ら
住
宅
地
寄
り
に
延
長
5
5
ｍ
（
高
さ
５
ｍ
）
の
防
球

ネ
ッ
ト
を
設
置
す
る
と
と
も
に
、
弓
道
場
的
場
の
後
ろ
に
幅
1
0
ｍ
お
よ
び

そ
れ
と
Ｌ
字
型
で
つ
な
が
る
形
で
グ
ラ
ウ
ン
ド
側
に
幅
2
0
ｍ
（
高
さ
各

５
・
３
ｍ
）
、
さ
ら
に
弓
道
場
矢
道
の
中
間
に
幅
1
0
ｍ
（
高
さ
１
ｍ
）
の
防

矢
ネ
ッ
ト
が
設
置
さ
れ
た
。

研修会館外観と食堂

四
　
学
生
食
堂
の
廃
止

長
年
に
わ
た
っ
て
生
徒
や
教
職
員
の
胃
袋
を
支
え
て
き
た
学
生
食
堂
が
、



食堂メニュー①食堂メニュー②

学食を利用する生徒

平
成
2
1
年
３
月
1
9
日
を

も
っ
て
営
業
を
終
了
し

た
。長

く
本
校
の
食
堂
を

支
え
て
く
れ
た
「
伯
養

軒
」
か
ら
平
成
1
8年
４

月
に
「
桃
山
」
へ
と
運

営
す
る
業
者
が
替
わ
り

メ
ニ
ュ
ー
が
一
新
。
学

校
祭
な
ど
の
行
事
の
準

備
期
間
に
は
、
昼
だ
け

で
な
く
放
課
後
も
営
業

を
続
け
、
部
活
動
の
合

宿
の
際
に
は
朝
食
や
夕

食
も
提
供
す

る
な
ど
秋

高
生
の
学
校
生
活
を
陰

で
支
え
て
く
れ
た
。

そ
の
桃
山
が
撤
退
を

決
定
。
学
生
食
堂
の
存

続
を
求
め
る
声
が
上

が

り
、
学
校
で
は
継
続
を
求
め
る
と
と
も
に
代
替
業
者
を
探
し
た
が
、
引
き

受
け
手
が
見
つ
か
ら
ず
、
つ
い
に
平
成
2
1
年
度
末
を
も
っ
て
学
生
食
堂
は

や
む
な
く
終
了
と
な
っ
た
。

実
は
、
平
成
2
0年
度
末
に
は
、

秋
田
県
内
で
学
生
食
堂
を
営
業
し

て
い
た
五
つ
の
業
者
が
高
校
か
ら

撤
退
を
し
た
。
秋
田
高
校
に
限

ら
ず
近
年
、
学
生
食
堂
は
慢
性
的

な
赤
字
を
抱
え
て
い
る
場
合
が
多

か
っ
た
よ
う
だ
が
、
平
成
2
0年
は

全
国
的
に
不
況
の
嵐
が
吹
き
荒
れ

た
年
で
も
あ
り
、
業
者
の
好
意
や

努
力
が
限
界
に
達
し
た
と
い
う
こ

と
か
も
し
れ
な
い
。
現
在
、
県
内
で
学
生
食
堂
が
あ
る
の
は
、
男
鹿
工
業

高
校
、
新
屋
高
校
な
ど
ご
く
わ
ず
か
で
あ
る
。
赤
字
の
原
因
は
、
人
件
費

の
問
題
な
ど
業
者
の
側
の
事
情
の
ほ
か
、
生
徒
数
の
減
少
、
コ
ン
ビ
ニ
エ

ン
ス
ス
ト
ア
の
進
出
な
ど
、
学
校
や
社
会
の
状
況
の
変
化
も
考
え
ら
れ
る
。

現
時
点
で
は
、
学
生
食
堂
が
復
活
す
る
見
通
し
は
な
い
。

五
　
資
料

「
校
地
・
校
舎
の
概
要
」
（
１
３
５
ペ
ー
ジ
）
、
「
校
舎
配
置
図
（
平
成
2
5

年
度
）
」
（
１
３
６
ペ
ー
ジ
）
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